
議

長

藤
井
代
議
員
（
新
潟
）

退
職
ま
で
、
あ
と
一
年
、

こ
の
組
合
を
少
し
で
も
盛
り

上
げ
た
い
と
の
思
い
を
込
め

て
議
長
を
し
ま
す
。

（
挨
拶
・
要
旨
）

熊
本
大
分
地
震
で
は
、
最

大
震
度
７
を
記
録
す
る
な
ど

の
大
惨
事
と
な
り
ま
し
た
。

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
、
被
災

な
さ
れ
た
方
々
へ
、
お
悔
や

み
と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。
一
刻
も
早
い
復
興
を

ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
を
経
験
し

多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
受
け
た

恩
返
し
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

６
月
19
日
～
25
日
の
１
週

間
、
連
合
が
行
っ
た
熊
本
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
に
、
JR
連
合
・

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
と
し
て

仙
台
地
本
か
ら
エ
ル
ダ
ー
の

鈴
川
さ
ん
と
中
執
（
東
京
）

の
高
橋
執
行
委
員
の
２
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
２
度
に
わ
た
る
熊

本
地
震
カ
ン
パ
の
取
り
組
み

を
お
願
い
し
ま
し
た
。
一
つ

は
JR
連
合
か
ら
連
合
カ
ン
パ

を
含
め
た
取
り
組
み
。
も
う

一
つ
は
、
単
組
独
自
の
JR
九

州
労
組
熊
本
地
本
へ
の
カ
ン

パ
で
す
。
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
全
地
本
全
組
合
員
の

皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。JR

の
各
社
の
状
況
は
、
好

調
な
経
営
状
況
の
中
で
、
国

鉄
世
代
か
ら
JR
世
代
へ
の
社

員
層
の
世
代
交
代
は
、
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
の
考
え
方
や
技

術
継
承
の
問
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。

特
に
JR
東
日
本
や
JR
北
海

道
で
は
、
世
代
交
代
の
陰
に

労
政
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
JR
の
将
来
に

憂
い
を
残
さ
な
い
よ
う
、
職

場
の
中
か
ら
「
イ
ー
ス
ト
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
で
Ｊ
Ｒ

東
日
本
を
変
革
さ
せ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
１
点
目
は
、
最
重
要

課
題
の
安
全
問
題
と
技
術
継

承
で
す
。

一
昨
年
か
ら
続
く
重
大
事

故
は
、
こ
の
連
鎖
を
断
ち
切

れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

一
昨
年
か
ら
の
重
大
事
故

に
続
き
今
年
３
月
15
日
高
崎

線
籠
原
駅
構
内
で
は
、
架
線

設
備
不
良
か
ら
の
漏
電
に
よ

り
多
大
な
設
備
損
傷
を
発
生

さ
せ
全
線
復
旧
ま
で
３
日
間

掛
か
り
ま
し
た
。
６
月
６
日

に
は
、
常
磐
緩
行
線
松
戸
ー

北
松
戸
間
で
作
業
用
台
車
を

電
車
に
衝
撃
さ
せ
る
重
大
事

故
を
発
生
さ
せ
、
関
東
運
輸

局
か
ら
JR
東
日
本
に
警
告
書

が
発
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
内
容
に
は
、
社
員
の
不
祥

事
に
つ
い
て
も
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
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ジ ャ ス テ ィ ス

・
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
結
成
の
原
点
は
、

民
主
化
闘
争
を
継
承
す
る
た
め
の
人
材
確
保
。

・
企
業
内
労
働
組
合
と
し
て
、
組
合
員
・
社
員
と
し
て
、

社
会
的
な
信
頼
を
得
ら
れ
る
Ｊ
Ｒ
労
働
運
動
に
取
り

組
ん
で
行
き
ま
す
。

ジェイアール･イーストユニオン
第 ４ 回 定 期 大 会
安全で安心して働ける企業風土をめざし、

労働組合のあるべき姿を考え、変革に挑戦･達成しよう！

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
中
央
本
部
は
７
月
９
日
、
東
京
の
田

町
交
通
ビ
ル
に
お
い
て
、
大
会
構
成
員
、
来
賓
、
傍
聴
者
を

含
む
６
０
名
の
出
席
で
「
第
４
回
定
期
大
会
」
を
開
催
し
た
。

大
会
議
長
に
は
、
藤
井
代
議
員
（
新
潟
）
を
選
出
し
ス
ム
ー

ズ
な
議
事
運
営
が
さ
れ
た
。
JR
連
合
か
ら
は
松
岡
会
長
を
迎

え
、
活
発
な
討
議
に
よ
り
９
名
の
代
議
員
か
ら
質
問･

意
見
が

出
さ
れ
、
運
動
方
針
の
補
強
が
な
さ
れ
た
。
各
議
案
と
新
役

員
の
選
出
に
つ
い
て
は
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

中
央
執
行
委
員
長

菅
野
一
位

ＪＵＳＴＩＣＥ



JR
東
日
本
内
の
労
働
組
合

が
共
闘
し
て
、
会
社
と
の
交

渉
に
臨
む
な
ど
、
究
極
的
な

安
全
議
論
の
場
の
設
定
も
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

２
つ
目
は
、
組
織
拡
大
と

民
主
化
闘
争
に
つ
い
て
で
す
。

第
25
回
JR
連
合
定
期
大
会

で
は
、
民
主
化
闘
争
の
原
点

を
振
り
返
り
、
改
め
て
民
主

化
闘
争
の
あ
る
べ
き
姿
で
、

運
動
の
再
構
築
を
図
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
民
主

化
闘
争
は
JR
労
働
組
合
へ
の

過
激
派
革
マ
ル
派
か
ら
の
介

入
を
阻
止
し
、
そ
う
い
っ
た

思
想
的
な
役
員
を
JR
の
労
働

組
合
か
ら
排
除
し
、
安
全
で

安
心
し
て
働
け
る
職
場
を
創

る
こ
と
、
そ
の
職
場
を
維
持
・

継
承
し
て
い
く
こ
と
が
、
最

大
の
目
的
で
す
。

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
が
結

成
さ
れ
た
原
点
は
、
民
主
化

闘
争
を
引
き
継
ぐ
た
め
の
人

材
確
保
を
す
る
こ
と
が
、
イ
ー

ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
に
い
る
私
た

ち
の
役
目
で
あ
り
、
目
的
で

す
。
し
か
し
、
こ
の
２
年
間

が
組
織
を
守
っ
た
だ
け
で
終

わ
り
に
な
っ
て
い
な
い
か
、

こ
の
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
を

継
承
さ
せ
る
た
め
の
組
織
拡

大
が
、
絶
対
的
な
課
題
で
す
。

組
織
拡
大
の
キ
ー
ポ
イ
ン

ト
は
、
JR
東
日
本
の
将
来
を

見
据
え
て
働
く
社
員
で
あ
り
、

真
剣
に
JR
東
日
本
を
考
え
て

い
る
社
員
た
ち
で
す
。
そ
の

社
員
た
ち
へ
私
た
ち
の
思
い

を
真
剣
に
伝
え
る
こ
と
、
そ

の
繰
り
返
し
を
力
強
く
実
践

す
る
こ
と
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

３
点
目
は
、
イ
ー
ス
ト
ユ

ニ
オ
ン
の
組
織
と
運
動
づ
く

り
に
つ
い
て
で
す
。

な
ぜ
当
た
り
前
と
思
い
な

が
ら
、
私
た
ち
の
組
合
組
織

が
躍
進
で
き
な
か
っ
た
か
。

そ
の
た
め
に
「
イ
ー
ス
ト
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン2

0
1
6

～2
0
1

8

」
と
い
う
課
題
提
起
の
中
で
、

私
た
ち
の
運
動
の
再
構
築
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

組
織
の
現
状
を
考
え
れ
ば
、

こ
の
大
会
で
決
意
す
る
２
年

間
が
重
要
で
す
。
で
す
か
ら
、

今
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
に
い

る
組
合
員
・
役
員
の
皆
さ
ん

に
は
、
年
齢
に
関
係
な
く
、

エ
ル
ダ
ー
職
に
関
係
な
く
、

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
運
動
づ

く
り
と
継
承
に
、
最
後
ま
で

熱
く
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

道
半
ば
に
満
足
感
は
な
い

と
思
う
し
、
残
さ
れ
た
後
輩

た
ち
、
継
承
す
る
後
輩
へ
の

熱
い
思
い
を
ギ
リ
ギ
リ
の
最

後
ま
で
伝
え
る
こ
と
を
強
く

お
願
い
し
ま
す
。

明
日
の
参
議
院
議
員
選
挙

で
す
。
ま
ず
は
必
ず
投
票
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
比
例
区

候
補
者
（
か
わ
い
た
か
の
り
）

の
必
勝
当
選
に
向
け
て
、
ご

家
族
を
含
め
た
取
り
組
み
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
組

織
の
存
続
を
か
け
た
天
下
分

け
目
の
大
会
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
の
大

き
な
躍
進
と
組
織
の
確
実
な

継
承
に
向
け
て
、
一
丸
と
な
っ

て
皆
さ
ん
と
取
り
組
む
決
意

を
申
し
上
げ
、
中
央
本
部
執

行
部
を
代
表
し
て
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

第
４
回
定
期
大
会
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
結
成
大

会
以
来
２
回
目
の
参
加
で
す
。

熊
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参

加
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。明

日
の
参
議
院
選
挙
、
JR

連
合
推
薦
候
補
者
の
当
選
に

向
け
て
、
最
後
の
頑
張
り
を

お
願
い
し
ま
す
。

JR
連
合
の
方
針
が
、
ス
ロ
ー

ガ
ン
全
体
に
明
確
に
入
っ
て

い
る
。
嬉
し
く
感
じ
ま
す
。

JR
連
合
か
ら
民
主
化
闘
争

の
言
葉
が
消
え
た
の
か
と
の

問
い
合
わ
せ
が
一
部
か
ら
有
っ

た
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は

無
い
。
東
日
本
、
北
海
道
、

貨
物
の
労
政
の
問
題
を
JR
７

単
組
が
し
っ
か
り
支
え
て
行

く
の
で
、
JR
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で

は
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
の
皆

さ
ん
が
、
し
っ
か
り
民
主
化

闘
争
を
意
識
し
て
闘
っ
て
ほ

し
い
。

JR
連
合
は
、
政
策
集
団
と

し
て
交
運
労
協
等
で
地
方
の

交
通
政
策
の
改
善
を
提
言
し

て
い
る
。
問
題
は
、
大
都
市

で
は
無
く
地
方
交
通
網
で
あ

り
ま
す
。
事
業
者
の
パ
イ
の

奪
い
合
い
で
は
無
く
各
事
業

者
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
が
出

来
る
よ
う
に
声
を
出
し
て
い

く
。三

島
貨
物
の
問
題
、
九
州

の
株
式
上
場
が
本
年
行
わ
れ

る
が
安
易
に
九
州
を
切
り
離

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
税
制

の
継
続
要
請
を
引
き
続
き
行
っ

て
い
く
。

在
る
べ
き
労
働
ビ
ジ
ョ
ン

を2
0
1
7

年
度
、
春
闘
に
活
か

し
て
い
き
た
い
。

底
上
げ
、
底
支
え
、
JR
連

合
と
し
て
グ
ル
ー
プ
労
組
と

連
帯
し
働
く
者
が
報
わ
れ
る

春
闘
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
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Ｊ
Ｒ
連
合

松
岡
会
長

◆
来
賓

・
松
岡

Ｊ
Ｒ
連
合
会
長

・
松
井

交
運
共
済
東
日
本

事
業
本
部
長

◆
祝
電
メ
ッ
セ
ー
ジ

・
Ｊ
Ｒ
北
労
組

・
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン

・
Ｊ
Ｒ
西
労
組

・
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

・
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組

・
貨
物
鉄
産
労



質
疑
・
応
答

佐
藤

代
議
員
（
仙
台
）

・
福
島
県
支
部
と
し
て
、
職

場
の
枠
を
超
え
た
人
付
き
合

い
の
幅
を
広
げ
て
い
る
。

・
国
労
の
郡
山
が
組
織
拡
大

を
果
た
し
て
い
る
イ
ー
ス
ト

と
し
て
見
習
う
こ
と
も
大
事
。

・
レ
ク
や
学
習
会
、
ま
ず
は

集
ま
る
事
が
大
切
。

・
常
に
組
織
拡
大
を
考
え
な

が
ら
活
動
を
意
識
し
て
い
る
。

渡
辺

代
議
員
（
新
潟
）

・
主
務
職
の
方
を
助
役
に
す

る
取
り
組
み
も
必
要
で
は
な

い
か
。

・
私
も
高
齢
で
あ
る
が
、
イ
ー

ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
の
必
要
性
を

理
解
し
て
い
る
。
こ
の
運
動

は
愛
社
精
神
で
あ
り
普
通
の

常
識
を
広
め
る
社
会
運
動
で

あ
る
。

・
新
潟
の
各
職
場
で
は
、
昔

は
東
労
組
の
動
員
、
現
在
は
、

会
社
の
マ
イ
プ
ロ
や
業
研
で

若
い
方
々
が
疲
れ
切
っ
て
い

る
。
助
役
は
相
談
の
役
に
立
っ

て
い
な
い
。

・
新
潟
は
、
今
後
の
２
年
で

本
体
か
ら
退
職
者
、5

0
0

名
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
会
社
の

対
応
が
後
手
後
手
で
あ
る
。

菊
地

代
議
員
（
関
東
）

・
組
合
費
、
加
算
金
を
や
め

る
提
案
だ
が
、
活
動
の
停
滞

に
繋
が
ら
な
い
よ
う
に
頼
む
。

・
現
場
は
、
差
別
選
別
が
感

じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
が
、
即
、
組
織
拡
大
に
は

成
っ
て
い
な
い
。
組
織
拡
大

の
要
素
は
確
実
に
拡
大
し
て

い
る
。
何
と
か
結
果
を
出
し

た
い
。

神
田

代
議
員
（
新
潟
）

・
熊
本
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
た
鈴
川
さ
ん
、
高
橋

さ
ん
に
感
謝
し
て
い
る
。

・
我
々
は
、
崖
っ
ぷ
ち
で
あ

る
。2

0
0

名
以
下
だ
が
民
主
化

闘
争
の
旗
手
と
し
て
JR
連
合

は
認
め
て
く
れ
た
、
左
翼
と

極
左
は
明
確
に
識
別
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

・
JR
は
国
民
に
愛
さ
れ
る
企

業
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

国
鉄
改
革
で
受
け
た
恩
を
仇

で
返
し
て
は
な
ら
な
い
。

・
一
般
組
合
員
は
、
ど
こ
を

見
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
状

況
で
あ
る
。
会
社
の
受
け
皿

と
な
る
べ
く
取
り
組
み
を
し

て
い
く
。

中
路

代
議
員
（
仙
台
）

・
組
合
費
、
一
律
に
決
め
な

い
で
、
色
々
の
考
え
方
や
幅

が
有
っ
て
も
良
い
と
思
う
。

・
人
付
き
合
い
は
、
個
人
の

対
応
が
主
で
あ
る
が
組
織
と

し
て
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
財
政

の
裏
付
け
も
必
要
と
思
う
。

・
組
織
拡
大
に
関
し
、
国
労

に
学
ぶ
点
を
明
確
に
し
よ
う
。

中
村

代
議
員
（
関
東
）

・
熊
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
た
鈴
川
さ
ん
、
高
橋
さ

ん
に
感
謝
し
て
い
る
。

・
会
社
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制

度
、
有
る
の
に
使
っ
て
い
る

方
が
居
な
い
。
使
え
な
い
制

度
を
使
え
る
制
度
に
し
て
ほ

し
い
。

・
６
／
６
、
常
磐
線
の
衝
突

事
故
、
川
崎
事
故
と
同
じ
で

あ
る
。
会
社
も
組
合
も
何
を

や
っ
て
い
た
の
か
。
事
故
防

止
は
掛
け
声
だ
け
か
。

・
正
し
く
報
告
、
言
わ
な
け

れ
ば
言
わ
な
い
で
怒
ら
れ
る
。

言
っ
た
ら
言
っ
た
で
怒
ら
れ

る
。
会
社
の
安
全
文
化
は
、

こ
れ
で
育
つ
の
か
。

・
安
易
に
民
進
党
を
支
援
し

て
良
い
の
か
。
共
産
党
だ
け

が
喜
ん
で
い
る
の
で
は
な
い

か
。

・
組
織
拡
大
に
向
け
て
、
組

合
費
の
安
い
点
を
ア
ピ
ー
ル

す
べ
き
だ
。
東
労
組
は
、
組

合
費
も
高
く
物
も
言
え
な
い

の
が
実
態
だ
。

清
水

代
議
員
（
仙
台
）

・
駅
か
ら
JR
社
員
が
２
～
３

年
で
居
な
く
な
る
。
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
に
成
ら
な
い
よ
う

に
訴
え
て
い
る
。

・
仙
台
地
区
、
駅
の
委
託
会

社
の
社
員
構
成
の
在
り
方
、

技
術
継
承
や
色
々
の
教
育
の

在
り
方
に
マ
ッ
チ
し
て
い
な

い
。
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
。

・2
0
1
6

春
闘
、
JR
本
体
だ
け

で
は
な
い
協
力
会
社
の
賃
上

げ
へ
の
言
及
は
非
常
に
良
い

取
り
組
み
で
あ
る
。

水
間

代
議
員
（
仙
台
）

・
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
と
し

て
春
闘
の
考
え
方
を
分
か
り

や
す
く
出
し
て
ほ
し
い
。

・
仙
台
駅
の
出
札
委
託
延
期

に
つ
い
て
、
現
場
の
社
員
が

混
乱
し
な
い
よ
う
に
会
社
は

真
摯
に
社
員
へ
向
き
合
う
べ

き
で
あ
る
。

・
組
合
費
が
安
く
な
る
事
は

良
い
こ
と
だ
が
、
活
動
費
の

今
後
が
気
に
成
る
。
仙
台
地

本
と
し
て
組
織
拡
大
を
果
た

し
た
い
。

・
参
議
院
選
挙
、
Ｕ
Ａ
ゼ
ン

セ
ン
の
「
か
わ
い
た
か
の
り
」

候
補
の
当
選
に
向
け
て
組
合

員
、
家
族
、
親
戚
、
知
人
に

最
後
の
声
か
け
を
行
っ
て
い

く
。

白
居

代
議
員
（
関
東
）

・
７
／
１
か
ら
エ
ル
ダ
ー
に

成
っ
た
。
JR
の
仕
事
が
一
番

良
か
っ
た
と
諸
先
輩
が
言
っ

て
い
た
通
り
で
あ
る
。

・
加
算
金
の
廃
止
で
活
動
が

停
滞
し
な
い
よ
う
に
頼
む
。

・
イ
ー
ス
ト
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
ア
ピ
ー
ル
を
通
じ
て
組

織
の
ア
ピ
ー
ル
を
頼
む
。
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中
間
答
弁
・
各
部

・
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
の
情

報
は
、
JR
連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
入
っ
て
見
て
ほ
し
い
。

・
各
地
本
の
情
報
を
全
体
で

共
有
で
き
る
よ
う
に
各
地
本

や
各
支
部
分
会
の
情
報
も
本

部
へ
情
報
の
提
供
を
し
て
ほ

し
い
。

・
組
織
拡
大
に
近
道
は
無
い
、

色
々
や
っ
て
い
る
が
拡
大
に

繋
が
ら
な
い
の
が
実
態
で
す
。

し
か
し
、
情
勢
は
少
し
ず
つ

変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

・
会
社
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー

戦
略
、
女
性
の
進
出
、
職
場

環
境
、
社
員
の
暮
ら
し
方
、

多
様
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

・2
0
1
7

春
闘
、
基
本
は
JR
連

合
方
針
に
沿
っ
て
取
り
組
む
。

・
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
の
ア

ピ
ー
ル
は
、
イ
ー
ス
ト
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
メ
イ
ン
に
会

社
や
他
労
組
組
合
員
に
訴
え

て
行
く
。

・
人
と
し
て
、
組
合
員
と
し

て
、
社
会
人
と
し
て
の
自
己

実
現
は
、
人
間
味
溢
れ
る
も

の
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

・
常
識
を
感
じ
ら
れ
る
付
き

合
い
で
の
絆
を
創
っ
て
ほ
し

い
。
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

総
括
答
弁

国
井
事
務
局
長

・
組
合
費
加
算
金
の
廃
止
は

組
織
財
政
検
討
委
員
会
の
答

申
で
あ
る
。
組
合
員
の
心
配

は
十
分
理
解
し
て
い
る
。
良

い
悪
い
は
組
織
拡
大
に
繋
げ

ら
れ
る
か
で
あ
る
。
良
い
結

果
が
出
せ
る
よ
う
に
全
員
で

具
体
的
に
行
動
し
よ
う
。

・
各
組
合
の
組
合
費
の
在
り

方
に
つ
い
て
も
、
各
人
が
納

得
で
き
る
組
合
費
な
の
か
を

問
題
提
起
す
る
の
も
大
切
で

あ
る
。

・
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
の
メ

イ
ン
は
、
安
全
と
組
織
拡
大
、

JR
か
ら
の
革
マ
ル
の
廃
除
。

・
共
に
頑
張
ろ
う
。

新
役
員

中
央
執
行
委
員
長

・
菅
野
一
位
（
仙
台
・
再
）

中
央
執
行
副
委
員
長

・
秋
山
順
一
（
関
東
・
再
）

・
飯
野

浩
（
仙
台
・
再
）

事
務
局
長

・
国
井
道
徳
（
新
潟
・
再
）

中
央
執
行
委
員

・
大
橋
俊
明
（
仙
台
・
再
）

・
三
瓶
信
次
（
仙
台
・
再
）

・
池
田
庄
一
（
新
潟
・
再
）

・
斎
藤
弘
昭
（
関
東
・
再
）

・
瀬
戸
信
作
（
仙
台
・
新
）

会
計
監
査

・
斎
藤

修
（
新
潟
・
再
）

・
菊
地
博
英
（
関
東
・
新
）

退
任
役
員

中
央
執
行
委
員

・
和
知
利
昭
（
関
東
・
前
）

・
高
橋
佳
昌
（
関
東
・
前
）

会
計
監
査

・
添
田
寿
男
（
仙
台
・
前
）

中
央
委
員
（
敬
称
略
）

◆
関
東
エ
リ
ア
地
本
３
名

・
白
居

繁
・
佐
藤
久
雄

・
中
村

明

◆
仙
台
地
本
６
名

・
水
間

勉
・
鈴
木
義
一

・
中
路
正
則
・
斉
藤
勝
彦

・
佐
藤

徹
・
佐
藤
好
一

◆
新
潟
地
本
10
名

・
神
田
広
栄
・
藤
原
光
男

・
瀬
藤
正
樹
・
鈴
木
雅
明

・
高
木
義
憲
・
高
橋
基
逸

・
南
雲
春
彦
・
黒
井
哲
夫

・
渡
辺
博
幸
・
渡
辺
洋
一
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三
名
の
組
合
表
彰

鈴
木
雅
明
さ
ん
（
新
潟
）

機
関
紙
作
成
に
尽
力

鈴
川
信
夫
さ
ん
（
仙
台
）

熊
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
参
加

高
橋
佳
昌
さ
ん
（
関
東
）

熊
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
参
加

当選･御礼！
2016.7.10「かわいたかのり」UAゼンセン

第２４回参議院議員選挙（比例代表）

「かわいたかのり」

候補が議席獲得！皆

さまのご支援に感謝

第２４回参議院

議員選挙でＵＡゼン

センが組織をあげて

取り組み、ＪＲ連合

とイーストユニオン

が推薦してきました

「かわい たかのり」

候補（比例代表）が

１９万６０２３票の得票で、民進党比例代表第５位

で３年ぶりに見事議席を獲得しました。

かわい氏、から「全国でご支援いただいたすべ

ての皆様に厚く御礼申し上げます。６９年間つない

できた議席を守ることができ、安堵感でいっぱいで

す。ご支援いただいた皆様の勝利です。皆様の思い

を国会の場で反映するとともに、柳沢先輩がこれま

で取り組んできた政策をしっかりと受け継ぎ、額に

汗して働く者が報われる社会の実現のために頑張り

ます」と、感謝と決意を述べた。

平
成
２
８
年
度

新
役
員
＆
中
央
委
員


